
新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
日
本

サ
イ
科
学
会
の
発
展
と
皆
様
の
ご
多
幸

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
コ
ロ
ナ
の
蔓
延
で
異
常
な
年

で
し
た
。
日
本
の
被
害
は
世
界
に
比

べ
れ
ば
数
値
的
に
は
軽
い
ほ
う
な
の
で

す
が
、
そ
れ
で
も
社
会
へ
の
影
響
は
甚

大
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
自
体
の
害
に
加
え

て
、
そ
れ
が
揺
り
起
こ
し
た
情
報
技
術

（
A
I
、
I
O
T
）の
影
響
が
今
後
の
社

会
を
変
え
て
い
く
可
能
性
は
計
り
知
れ

な
い
も
の
で
す
。

情
報
技
術
が
も
た
ら
す
も
の
の
本
質

は
、
こ
れ
ま
で
我
々
の
社
会
で
は
当
然

で
あ
っ
た
場
所
・
時
の
制
限
を
取
り
払

っ
た
こ
と
で
す
。
会
議
を
す
る
に
も
、

時
間
を
合
わ
し
場
所
を
確
保
し
全
員
が

そ
こ
に
移
動
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
だ
け
で
、
移
動
を
前
提
と

し
た
社
会
基
盤
す
べ
て
が
変
わ
っ
て
き

ま
す
。
す
べ
て
が
同
時
に
変
わ
る
の
で

す
か
ら
、
非
線
形
な
激
変
に
な
り
ま
す
。

日
を
経
る
に
つ
れ
、
巨
大
な
う
ね
り
と

し
て
襲
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

情
報
技
術
は
人
類
自
ら
が
創
り
出
し

た
も
の
と
は
い
え
、
人
類
は
こ
の
よ
う

な
文
化
・
文
明
を
変
え
る
ほ
ど
の
急
激

な
変
化
に
耐
え
う
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
自
分
た
ち
の
得
た

大
き
す
ぎ
る
殺
傷
能
力
を
抑
え
る
た
め

の
適
切
な
対
処
方
法
を
生
み
出
し
た
も

の
と
し
て
、
オ
オ
カ
ミ
の
儀
式
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
。
オ
オ
カ
ミ
は
強
力
な
攻

撃
力
で
の
種
族
間
の
殺
し
合
い
を
抑
え

る
た
め
に
、
自
分
の
弱
い
と
こ
ろ
を
相

手
に
見
せ
る
と
相
手
は
攻
撃
で
き
な
く

な
る
と
い
う
一
種
の
儀
式
を
生
み
出
し

ま
し
た
。
相
手
が
首
を
見
せ
る
と
決
し

て
攻
撃
し
な
い
の
で
す
。

人
類
は
、
オ
オ
カ
ミ
が
進
化
の
過
程

で
生
み
出
し
た
平
和
の
儀
式
を
謙
虚
に

今
月
号
の
記
事

◎
年
頭
の
ご
挨
拶

◎
御
寄
付
御
礼

◎
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
復
刻
版
第
1
巻
と

　

佐
々
木
茂
美
名
誉
会
長
の
最
新
著
書

　

販
売
開
始

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
一
月
研
究
集
会
、

　

二
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研
究
分
科

　

会
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
令
和
元
年
6
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅱ

◎
第
四
五
三
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
11
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

　

会
の
報
告

◎
念
写
を
実
現
す
る
為
に（
そ
の
3
）

学
び
、
無
制
限
な
情
報
技
術
の
進
化
に

制
御
の
枠
を
か
け
る
知
恵
に
気
付
き
た

い
も
の
で
す
。

変
化
の
波
に
で
き
る
だ
け
早
く
順
応

し
、
皆
様
の
事
な
き
年
を
祈
り
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第
3
波
に
よ

り
、
一
月
の
「
第
6
回
占
星
学
と
運
命

創
造
学
の
研
究
分
科
会
」
と
二
月
本
部

例
会
は
延
期
、
休
止
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
三
月
は
本
部
例
会
通
常
の
休

会
と
な
り
ま
す
。
四
月
以
降
の
本
部
例
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月 刊

第 号455
3−1･2

　
　

年
頭
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

浪
平
博
人
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会
、
分
科
会
に
つ
き
ま
し
て
は
次
号
と

公
式
サ
イ
ト
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　　

一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
12
／
10
受
領
分
ま
で
）

金
二
十
五
万
円
也　
　

匿　
　

名　

様

金
一
千
円
也　
　
　

久
保
田
昌
治　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

★
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
復
刻
版
第
1
巻

［
創
刊
号（
1
9
7
6
年
1
月
号
）～
第

15
号（
1
9
7
7
年
3
月
号
）］販
売
開

始
の
お
知
ら
せ

　

価
格　

1
0
0
0
円（
税
別
）

【
購
入
方
法
】

購
入
方
法
は
以
下
の
2
つ
の
方
法
が

有
り
ま
す
。

（
1
）Am

azon

で「
日
本
サ
イ
科
学
会
」

　

で
検
索
を
か
け
れ
ば
、
書
籍
が
表
示

　

さ
れ
、
注
文
で
き
ま
す
。

（
2
）一
般
書
店
で
購
入
す
る
方
法

　

 

書
店
に
左
記
書
籍
情
報
を
伝
え
、
注

文
し
て
く
だ
さ
い
。

※
プ
リ
ン
ト
・
オ
ン
・
デ
マ
ン
ド
出
版

の
た
め
、
店
頭
に
は
並
ん
で
い
ま
せ
ん
。

※
書
店
に
よ
っ
て
は
扱
え
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

【
書
籍
情
報
】

・  ISBN

：978 -4 -8150 -2308 -9

・ 

書
名
：
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（PSIJ

）

復
刻
版
第
1
巻

・
著
者
名
：
日
本
サ
イ
科
学
会

・
出
版
社
名
：
デ
ザ
イ
ン
エ
ッ
グ
社

★�

佐
々
木
茂
美
先
生
の
新
刊
本
2
冊
の

ご
紹
介

◎ 
佐
々
木
茂
美
・
苗
鉄
軍
著
「
心
と
物

質（
念
写
と
透
視
）」

・
電
子
書
籍（K

indle

版
）

　

価
格　

1
0
0
円（
税
込
）

◎ 

佐
々
木
茂
美
著「
サ
イ（
気
）の
計
測

と
実
用
化
」

・
電
子
書
籍（K

indle

版
）

　

価
格　

2
5
0
円（
税
込
）

　

U
nlim

ited

（
読
み
放
題
）対
象
商
品

・ 

紙
の
本（
デ
ザ
イ
ン
エ
ッ
グ
社
発
行
、

A
m

azon PO
D

版
）

　

価
格　

1
2
8
0
円（
税
別
）

※ 

い
ず
れ
の
書
籍
もA

m
azon

で「
佐
々

木
茂
美
」
で
検
索
す
れ
ば
ヒ
ッ
ト
し

ま
す
。

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

ど
う
な
る
2
0
2
1
年
、
そ
し
て

近
未
来
社
会
は
～
新
し
い
文
明
の

始
ま
り
を
予
感
～

　
　
　
　

講
師　

水
口　

清
一�

氏

日
時　

令
和
3
年
1
月
16
日（
土
）

�

13
時
30
分
～
17
時（
開
場
13
：
15
）

会
場　

阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿

交
通
・ 

阪
堺
電
軌
上
町
線
「
東
天
下

茶
屋
」駅
下
車
徒
歩
5
分

　

・ 

大
阪
メ
ト
ロ
御
堂
筋
線
「
昭

和
町
」駅
か
ら
徒
歩
15
分

　

・ 

ま
つ
む
し
音
楽
堂
か
ら
阿
倍

野
筋
沿
い
に
徒
歩
10
分

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族 

二
千
円

　
一
般 

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生 

一
千
円

懇 

親
会
：
場
所
未
定　

会
費 

三
千
円　

定
員
15
名

問
合
せ
0
6
・
6
6
2
4
・
0
5
5
9

※ 
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
の
公
式
サ
イ

ト
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
、
事
前

予
約
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

二
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

宇
宙
の
響
き
で
生
き
る
～
「
ゼ

ロ
磁
場
発
生
装
置
」の
神
秘
～

　
　
　
　

講
師　

上
森　

三
郎�

氏

　
（�

一
級
建
築
士
、
ネ
オ
ガ
イ
ヤ
株
式

会
社�

代
表
取
締
役
）

日
時　

令
和
3
年
2
月
20
日（
土
）　

�

13
時
30
分
～
17
時（
開
場
13
：
15
）

会
場　

阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿

交
通
・ 

阪
堺
電
軌
上
町
線
「
東
天
下

茶
屋
」駅
下
車
徒
歩
5
分

　

・ 

大
阪
メ
ト
ロ
御
堂
筋
線
「
昭

和
町
」駅
か
ら
徒
歩
15
分

　

・ 

ま
つ
む
し
音
楽
堂
か
ら
阿
倍

野
筋
沿
い
に
徒
歩
10
分

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族 

二
千
円

　
一
般 

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生 

一
千
円

講
師
を
囲
む
懇
親
会（
17
：
30
～
19
：
30
）

会
場
未
定　

会
費
三
千
円　

定
員
10
名

問
合
せ
0
6
・
6
6
2
4
・
0
5
5
9

※ 

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
の
公
式
サ
イ

ト
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
、
事
前

予
約
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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★�
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研
究

分
科
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
3
年
1
月
17
日
（
日
）
に
開
催

が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
し
た「
第
6
回

占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研
究
分
科
会
」

は
残
念
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
第
3
波
に
よ
り
、
本
年
8
月
以
降
に

延
期
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
参
加
者
の
皆
様
に
お

伝
え
す
る
予
定
で
あ
っ
た
、
様
々
な
情

報
を
早
く
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
の
で
、
令
和
2
年
12
月

21
日（
木
星
と
土
星
が
水
瓶
座
で
会
合
）

か
ら
配
信
が
始
ま
り
ま
し
た
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
通

信
」（
毎
週
月
曜
日
に
希
望
者
の
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
に
無
料
配
信
）
で
、
お
伝
え

し
て
い
く
所
存
で
す
。

過
去
の
分
科
会
参
加
者
に
は
す
べ
て

配
信
致
し
ま
す
が
（
配
信
停
止
は
い
つ

で
も
O
K
）、
参
加
し
て
い
な
い
方
も
配

信
希
望
を
歓
迎
致
し
ま
す
。

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

宛
て
に

お
名
前
と
「
占
星
学
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
希
望
」
と
書
い
て
送
信
願
い
ま
す
。

「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
通
信
」
の

主
な
内
容

・
運
命
創
造
学
に
基
づ
く
指
針

・ 

ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト

に
よ
る
翌
週
の
社
会
全
体
運
診
断

　
（
占
星
学
的
六
曜
）

・ 

瀬
尾
泰
範
の
今
後
の
予
測
・
社
会
情

勢
批
評
、
読
者
か
ら
の
質
問
に
対
す

る
お
答
え
（
随
時
）

・ 

西
洋
占
星
学
と
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
理
論

の
基
礎
か
ら
の
レ
ッ
ス
ン

等
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
元
年
6
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

マ
イ
ク
ロ
P
K
現
象
の
検
出

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て

　
　
　

講
師　

小
久
保　

秀
之�

氏

念
写
を
す
る
と
き
に
、
周
り
の
環
境

が
影
響
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

こ
ち
ら
は
清
田
益
章
さ
ん
の
連
続
8
枚

念
写
写
真
の
内
の
4
枚
で
す
。

こ
れ
を
実
験
し
た
の
は
笠
原
敏
雄
先

生
で
す
け
れ
ど
、
本
当
は
真
っ
暗
な
所

な
ん
で
す
が
、
ポ
ラ
ロ
イ
ド
写
真
に
光

が
一
杯
写
り
込
ん
で
い
ま
す
。

念
写
の
研
究
は
宮
内
力
氏
と
か
稲
田

豊
氏
が
一
生
懸
命
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
ポ
ラ
ロ
イ
ド
フ
ィ
ル
ム
へ
の
念

写
で
す
が
、
室
内
光
の
影
響
を
受
け
る

ら
し
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

以
下
の
写
真
は
天
井
に
カ
ラ
ー
セ
ロ
フ

ァ
ン
等
を
使
っ
て
、
部
屋
の
灯
り
の
状

態
を
変
え
た
ら
、
念
写
に
ど
う
影
響
す

る
の
か
を
実
験
し
た
も
の
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
黄
色
光
、
紫
色
光
、
赤
色

光
、
緑
色
光
の
下
で
の
写
真
を
見
ま
す

と
、
室
内
光
の
色
に
影
響
を
受
け
て
お

り
ま
す
。



と
こ
ろ
が
念
力
を
発
す
る
被
験
者
の

調
子
が
良
い
と
、
右
の
写
真
の
紫
色
光
、

や
緑
色
光
の
下
で
の
写
真
の
よ
う
に
真

白
に
な
っ
て
、
環
境
の
効
果
は
見
え
な

く
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
念
写
の
程

度
が
弱
い
と
き
は
環
境
の
影
響
を
受
け

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

次
に
佐
々
木
茂
美
先
生
の
念
写
実
験

を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

太
陽
電
池
の
装
置
を
使
っ
た
念
写
の

実
験
に
お
い
て
も
、
同
様
な
結
果
が
報

告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

次
の
グ
ラ
フ
は
横
軸
が
時
間
（
秒
）、

縦
軸
が
太
陽
電
池
の
電
流
値
（
μ
A
）

で
す
が
、
念
写
信
号
の
波
形
が
記
録
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

被
験
者
の
調
子
が
良
く
な
い
と
き
に

は
、
念
写
の
大
き
い
波
形
の
上
に
細
か

い
シ
グ
ナ
ル
の
波
形
が
見
ら
れ
ま
す
が
、

こ
れ
は
室
内
照
明
の
1
0
0
ヘ
ル
ツ
の

信
号
が
念
写
信
号
に
重
畳
し
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
被
験
者
の
調
子
が
良
い
と

き
に
は
、
室
内
照
明
の
信
号
は
重
畳
し

な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
超
能
力
者
の
周
囲
に
発
生

し
た
P
K
場
が
環
境
と
干
渉
し
て
、
電

磁
信
号
の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
が
起
こ
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
方
は
1
9
7
0
年
代
か
ら
80

年
代
に
か
け
ま
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
ロ

ン
ド
ン
大
学
で
少
年
、
少
女
達
の
ス
プ

ー
ン
曲
げ
実
験
・
研
究
を
し
た
ヘ
イ
ス

テ
ッ
ド
博
士
で
す
。

こ
れ
が
そ
の
当
時
の
ス
プ
ー
ン
曲
げ

の
写
真
で
す
。

ス
プ
ー
ン
の
お
皿
の
と
こ
ろ
ま
で
曲

が
っ
て
い
ま
す
。
ス
プ
ー
ン
の
首
の
と

こ
ろ
は
、
て
こ
の
原
理
で
私
で
も
曲
げ

た
り
、
1
回
捻
り
く
ら
い
は
で
き
ま
す

が
、
皿
の
と
こ
ろ
を
曲
げ
る
の
は
、
ち

ょ
っ
と
で
き
な
い
で
す
ね
。
で
す
か
ら

相
当
P
K
能
力
の
強
い
被
験
者
が
沢
山

い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
ヘ
イ
ス
テ
ッ
ド
博
士

の
と
こ
ろ
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
実
験
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ガ
ラ
ス
玉
の
中
に

針
金
を
封
入
し
て
お
い
て
、
そ
れ
を
ガ

ラ
ス
玉
の
外
か
ら
念
力
で
、
写
真
の
よ

う
に
絡
ま
せ
る
の
で
す
。

ま
た
、
特
定
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
板
に

歪
み
計
を
付
け
て
、
曲
が
る
と
き
に
ど
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う
い
う
ふ
う
に
ど
の
く
ら
い
曲
が
る
の

か
と
い
う
こ
と
を
測
定
す
る
と
い
う
、

定
量
測
定
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
被
験
者
に
様
々
な
セ
ン

サ
ー
の
付
け
方
を
し
て
実
験
し
て
お
り

ま
す
。
横
軸
が
距
離（
c
m
）、
縦
軸
が

歪
み
計
の
電
圧（
m
V
）で
す
が
、
P
K

の
焦
点
箇
所
の
近
傍
の
歪
み
が
大
き
く

な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
結
果
次
の
よ

う
な
ガ
ウ
ス
分
布
で
近
似
で
き
る
と
報

告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

次
の
図
は
、
佐
々
木
茂
美
先
生
の
ビ

デ
オ
カ
メ
ラ
へ
の
直
接
念
写
実
験
の
装

置
で
す
。

右
の
写
真
は
論
文
集
「
サ
イ
科
学
」

に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
う
い

う
ふ
う
に
念
玉
が
写
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
光
の
玉
の
よ
う
な
も
の
は
、
実
際

に
光
が
発
生
し
た
と
解
釈
す
る
方
法
と
、

撮
像
管
の
表
面
で
電
気
的
な
状
態
が
変

わ
っ
た
の
だ
と
解
釈
す
る
方
法
が
あ
り

ま
す
。
取
り
あ
え
ず
、
そ
こ
に
念
力
の

フ
ィ
ー
ル
ド
が
で
き
て
い
る
の
は
、
間

違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
念
玉
は
極
小

な
単
位
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
の
大
き

さ
を
も
っ
て
、
こ
の
場
合
は
写
っ
て
お

り
ま
す
。
P
K
の
焦
点
に
は
広
が
り
が

あ
る
、
す
な
わ
ち
P
K
場
が
形
成
さ
れ

る
と
こ
ろ
は
、
ヘ
イ
ス
テ
ッ
ド
博
士
の

実
験
と
同
様
な
結
果
が
出
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
新
潟
の
市
村
俊
彦
氏
が
主
宰

さ
れ
て
い
た
超
心
理
研
究
会
の
機
関
誌

「
テ
レ
パ
シ
ー
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
た

針
金
曲
げ
の
実
験
で
す
。

東
京
に
い
る
P
K
能
力
者（
清
田
益

章
氏
）
に
新
潟
か
ら
何
種
類
か
の
針
金

の
形
を
毎
回
テ
レ
パ
シ
ー
で
送
り
ま
す
。

P
K
能
力
者
が
そ
の
形
を
受
け
て
、
イ

メ
ー
ジ
し
な
が
ら
針
金
を
上
に
放
り
投

げ
て
、
念
力
で
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
形
に

針
金
を
曲
げ
て
落
ち
て
く
る
と
い
う
、

お
遊
び
的
な
実
験
で
し
た
。

そ
の
と
き
、
P
K
能
力
者
の
側
に
あ

っ
た
針
金
ま
で
触
ら
ず
に
曲
が
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り「
曲
が
れ
!
」と
言
っ
て
放
り
投

げ
た
針
金
が
曲
が
る
よ
う
な
強
い
能
力

が
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
投
げ
た

針
金
に
P
K
の
焦
点
が
あ
た
っ
て
い
た

と
し
て
も
、
そ
れ
以
外
に
も
身
体
の
周

囲
の
場
に
、
念
力
の
作
用
が
及
ん
で
い

る
と
い
え
ま
す
。

マ
ク
ロ
P
K
、
バ
イ
オ
P
K
研
究
か

ら
推
定
さ
れ
る
重
要
な
性
質
を
述
べ
ま

す
。

1 

．
ス
プ
ー
ン
曲
げ
や
念
写
の
焦
点
箇

所
に
数
ミ
リ
か
ら
数
セ
ン
チ
の
P
K

場
が
形
成
さ
れ
る

2 

．
そ
れ
と
同
時
に
能
力
者
の
周
囲
に

波
型
の
P
K
場
が
形
成
さ
れ
る

3 

．
P
K
場
が
異
常
な
電
磁
現
象
を
伴
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う
こ
と
が
あ
る

4
．
環
境
と
P
K
場
が
干
渉
す
る

　
（
電
磁
的
な
結
合
も
起
こ
る
）

こ
う
い
う
マ
ク
ロ
P
K
、
バ
イ
オ
P�

K
の
研
究
か
ら
、
重
要
な
念
力
の
性
質

が
推
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
乱
数
発
生
器

に
対
し
て
、
ど
う
や
っ
て
念
力
が
作
用

し
て
い
る
の
か
に
つ
き
ま
し
て
、
以
上

の
現
象
と
矛
盾
の
な
い
、
こ
れ
ら
の
性

質
と
整
合
す
る
理
論
モ
デ
ル
を
考
え
て

み
た
い
。

い
き
な
り
量
子
力
学
の
観
測
問
題
を

持
ち
出
し
て
、
観
測
し
た
と
き
に
状
態

が
決
ま
る
ん
だ
と
言
っ
て
も
、
こ
う
い

う
こ
と
を
説
明
で
き
な
い
の
で
、
説
明

で
き
る
も
の
が
ほ
し
い
の
で
す
。

さ
て
次
に
乱
数
発
生
器
に
つ
な
が
る

J
．
B
．
ラ
イ
ン
博
士
の
実
験
で
す
が
、

統
計
的
な
手
法
を
使
っ
た
念
力
の
検
出

に
な
り
ま
す
。
J
．
B
．
ラ
イ
ン
博
士

が
著
書
「
超
心
理
学
概
説
―
心
の
科
学

の
前
線
」
を
出
版
し
た
後
、
非
常
に
有

名
に
な
り
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
ギ
ャ
ン
ブ

ラ
ー
が
ラ
イ
ン
博
士
を
訪
れ
ま
し
た
。

彼
は
、「
私
は
サ
イ
コ
ロ
の
目
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
」 

と
主
張
し
た
の
で
す
。

ラ
イ
ン
博
士
は
興
味
を
も
っ
て
、
サ

イ
コ
ロ
を
使
っ
た
P
K
実
験
を
始
め
ま

し
た
。
初
期
の
頃
は
、
直
接
6
個
の
サ

イ
コ
ロ
を
投
げ
る
方
法
、
そ
の
後
機
械

的
に
サ
イ
コ
ロ
を
投
げ
る
方
法
、
さ
ら

に
電
子
回
路
で
サ
イ
コ
ロ
を
投
げ
る
方

法
を
使
い
ま
し
た
。

1
9
8
0
～
90
年
代
は
、
パ
チ
ン

コ
玉
を
使
っ
た
雪
崩
れ
装
置
を
使
っ
た

方
法
、
そ
の
後
電
子
的
な
乱
数
発
生
器

を
使
っ
て
、
念
力
で
光
を
右
回
り
、
あ

る
い
は
左
回
り
に
回
転
さ
せ
る
装
置
も

で
き
ま
し
た
。

こ
の
後
、
電
気
的
な
乱
数
発
生
器
を

使
っ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
意
識
の
長
期
定
点

測
定
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

私
が
前
に
お
り
ま
し
た
国
際
総
合
研

究
機
構
は
、
雑
居
ビ
ル
の
4
階
に
あ
っ

た
の
で
す
が
、
そ
の
2
階
と
3
階
の
半

分
と
5
階
に
韓
国
系
カ
ル
ト
教
団
の
施

設
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
教
団
の
フ
ィ

ー
ル
ド
意
識
に
焦
点
を
あ
て
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。（
続
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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第
四
五
三
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

人
生
の
質
を
高
め
る
『
魂
』
リ
ー

デ
ィ
ン
グ

　
　
　
　

講
師　

橋
本　

和
哉�

氏

　
（�

医
療
法
人
春
鳳
会
理
事
長
、
は
し

も
と
内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
、

医
師
、
医
学
博
士
）

日
時　

11
月
21
日（
土
）

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

初
め
て
会
っ
た
人
な
の
に
以
前
に
も

会
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
、
そ
ん
な
経

験
を
お
も
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

そ
れ
は
あ
な
た
の「
魂
」が
過
去
世
に

お
い
て
既
に
何
度
か
会
っ
て
い
る
か
ら

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
魂
」
は
あ
な
た
の

奥
深
い
無
意
識
の
な
か
で
相
手
の「
魂
」

を
感
じ
、
気
の
お
け
な
い
仲
間
か
そ
う

で
な
い
の
か
？ 

ま
で
瞬
時
に
見
分
け
て

い
る
の
で
す
。
ま
た
幼
い
頃
か
ら
ピ
ア

ノ
が
う
ま
く
弾
け
る
な
ど
驚
く
よ
う
な

才
能
を
発
揮
す
る
子
ど
も
が
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
過
去
世
で
何
十
年
も
ピ
ア
ノ
を

弾
い
て
い
た
こ
と
を「
魂
」が
覚
え
て
い

る
か
ら
で
し
ょ
う
。
才
能
と
は
何
な
の

か
、
こ
こ
か
ら
う
か
が
い
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

「
魂
」
に
は
何
世
代
に
も
わ
た
る
過

去
世
の
歴
史
な
ど
莫
大
な
情
報
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
も
し
「
魂
」
の
情
報
を

読
み
解
く
こ
と
が
で
き
た
ら
、
人
生
が

生
き
や
す
く
な
り
ま
す
し
、
そ
の
質
も

き
っ
と
高
ま
る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
仕
事
が
向
く
か
？ 

誰
を
雇
え

ば
良
い
か
？ 

誰
と
仲
間
に
な
れ
ば
良

い
の
か
？ 

な
ど
が
判
断
で
き
て
良
い

こ
と
づ
く
め
で
す
。

講
座
で
は
、「
魂
」
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
に

よ
り
上
手
く
い
っ
た
症
例
を
紹
介
し
ま

す
。
ま
た
実
習
を
交
え
、「
魂
」
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。
さ

ら
に「
魂
」
を
複
数
個
持
っ
て
い
る
人
、

「
魂
」
を
身
体
か
ら
出
し
た
ら
ど
う
な

る
、「
魂
」の
大
き
さ
、「
魂
」が
喜
ぶ
事

と
私
が
喜
ぶ
事
に
は
微
妙
に
ず
れ
が
あ

る
、「
魂
」
は
宇
宙
を
遍
歴
す
る
、
神
の

分
け
御
霊（
み
た
ま
）、
な
ど
総
合
的
な

見
地
か
ら
、「
魂
」
と
は
何
か
？ 
を
考

え
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
健
康
で
イ
キ

イ
キ
と
生
き
ら
れ
る
の
か
、
に
つ
い
て
、

実
習
を
交
え
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

橋
本 

和
哉（
は
し
も
と
・
か
ず
や
）氏

大
阪
府
生
れ
。
大
阪
大
学
医
学
部
大
学

院
修
了
。
医
師
、
医
学
博
士
。
医
療
法

人
春
鳳
会
理
事
長
、
は
し
も
と
内
科
外

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
。
内
科
、
神
経
内

科
、
漢
方
な
ど
を
専
門
と
し
、
臨
床
に

医
療
ヨ
ガ
や
気
功
を
取
り
入
れ
、
独
自

に
開
発
し
た
気
当
て
診
断
、
天
賜
気
功

で
原
因
不
明
の
疾
患
に
対
処
や
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
な
診
療
も
し
て
い
る
。

神
経
学
会
専
門
医
、
東
洋
医
学
会
専
門

医
、
内
科
学
会
認
定
医
、
温
泉
療
法
医
、

N
P
O
癒
し
と
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理

事
長
、
日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
、
関
西

日
本
サ
イ
科
学
会
副
会
長
、
ホ
リ
ス
テ

ィ
ッ
ク
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
医
学
研
究
会

理
事
。

著
書
に
、「
医
師
が
語
る
霊
障
」（
創
芸

社
）、
ほ
か
医
療
ヨ
ガ
に
関
す
る
本
な

ど
多
数
。

（
講
演
内
容
）

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
世
界
で
は「
魂
」

と
言
う
言
葉
が
し
ば
し
ば
出
て
き
ま
す

が
、
た
い
て
い
は
自
分
自
身
の
心
の
こ

と
や
、
ハ
イ
ヤ
ー
セ
ル
フ
と
言
っ
た
り
、

自
分
の
本
質
と
捉
え
て
い
ま
す
。

「
魂
」の
定
義
自
体
が
あ
い
ま
い
な
上

に
様
々
な
解
釈
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ

で
は
私（
橋
本
）が
、「
魂
」と
意
識
し
て

気
当
て
診
断
を
し
た
胸
あ
た
り
に
あ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
体
を
魂
と
し
て
話
を
進
め

ま
す
。

「
魂
」
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
に
は
「
魂
」

と
意
識
し
て
「
気
当
て
診
断
」
を
し
ま

す
。「
気
当
て
診
断
」
法
と
は
コ
ウ
モ
リ

が
超
音
波
を
当
て
た
跳
ね
返
り
で
物
を

探
る
よ
う
に
、「
気
」（
意
識
エ
ネ
ル
ギ

ー
）
を
当
て
て
何
が
あ
る
か
を
探
る
方

法
で
す
。

探
り
た
い
物
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら

対
象
物
に
気
を
当
て
る
と
、
共
鳴
が

あ
れ
ば
気
が
跳
ね
返
っ
て
く
る
感
じ
、

共
鳴
が
な
け
れ
ば
そ
れ
が
あ
り
ま
せ

ん
。
癌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
身
体
の
こ

と
、
感
情
や
ト
ラ
ウ
マ
、
霊
、
気
パ
ワ

ー
ス
ポ
ッ
ト
、
食
材
の
良
し
悪
し
、
相

性
な
ど
、
何
を
意
識
す
る
か
で
、
い
ろ

ん
な
分
野
で
応
用
で
き
ま
す
。
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
、
気
当
て
診
断
法

（https://kiate-shindan.com
/

）
を
ご

参
照
願
い
ま
す
。

胸
の
あ
た
り
で
チ
ェ
ッ
ク
反
応
が
あ

り
「
死
後
も
残
る
」、「
輪
廻
転
生
を
す

る
」、「
私
」と
い
う
意
識
と
は
別
物
で
、

「
魂
」
に
は
「
こ
れ
ま
で
生
き
て
来
た
記

憶
が
あ
る
」、
な
ど
の
反
応
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

ま
ず
は
「
魂
」
の
大
小
で
検
討
で
き

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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「
魂
」
の
大
き
さ
は
、
肉
体
の
胸
か

そ
れ
よ
り
少
し
大
き
い
の
が
一
般
的
で

す
。
患
者
さ
ん
を
診
療
し
て
い
て
思
い

ま
す
が
、
し
ば
し
ば
「
魂
」
の
小
さ
い

人
が
お
ら
れ
ま
す
。

一
般
に
「
魂
」
が
小
さ
い
と
き
、
そ

の
人
の
「
魂
」
は
喜
ん
で
お
ら
ず
、
辛

い
、
ま
た
ス
ト
レ
ス
の
多
い
生
活
を
し

て
い
る
人
は
「
魂
」
が
小
さ
く
な
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
。
時
に
も
の
す
ご
く
小

さ
い
人
が
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
辛
い

人
生
を
送
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。中

に
は
規
律
的
な
生
活
を
し
て
、
人

の
お
役
に
立
っ
て
い
る
人
で
も
、
そ
れ

が
良
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
や
っ
て
い
る

人
な
ど
に
「
魂
」
の
小
さ
な
人
が
い
ま

す
。
規
律
的
な
生
活
も
、「
魂
」の
レ
ベ

ル
で
は
本
当
に
良
い
の
か
と
疑
問
に
思

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

逆
に
、「
魂
」
が
大
き
い
人
は
、
充

実
し
た
ワ
ク
ワ
ク
し
た
生
き
方
を
し
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
人
が
喜
び
、

ま
た
充
実
感
の
あ
る
時
に
「
魂
」
は
大

き
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
生
理
的
あ
る
い
は
肉
体
的

な
喜
び
、
例
え
ば
美
味
し
い
物
を
食
べ

た
と
か
、
美
し
い
男
女
と
接
し
て
喜
ん

だ
と
し
て
も
「
魂
」
は
大
き
く
は
な
ら

な
い
よ
う
で
す
が
、「
魂
」
が
喜
ぶ
と

は
ど
う
い
う
も
の
か
を
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

た
い
て
い
の
人
の
「
魂
」
は
胸
の
中

心
に
あ
る
の
で
す
が
、
ご
く
た
ま
に
中

心
か
ら
左
右
の
い
ず
れ
か
に
ず
れ
た

「
魂
」
を
も
つ
人
が
い
ま
す
。
会
場
に

も
そ
の
よ
う
な
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

「
魂
」
が
そ
の
人
に
入
る
の
を
躊
躇

（
た
め
ら
）っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
は
「
魂
」
が
そ
の
人
の

肉
体
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
嫌
が
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
憑

依
な
ど
、
他
の「
気
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

押
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
場
合
は
、
押
し
て
い
る
「
気
」

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
修
復
す
る
だ
け
で「
魂
」

は
中
心
に
戻
り
ま
す
。

「
魂
」に
は
、
年
齢
と
い
う
の
も
あ
り

ま
す
。「
魂
」の
年
齢
を「
気
当
て
診
断
」

で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
分
か
っ
た
の
は
、
五
千

年
く
ら
い
だ
と
若
い
方
で
、
一
億
五
千

か
ら
二
億
年
と
な
る
と
齢
を
と
っ
て
い

る
と
判
断
で
き
る
の
で
す
。「
魂
」の
若

い
人
ほ
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し

た
が
る
傾
向
が
あ
り
、「
魂
」の
年
齢
が

高
い
人
ほ
ど「
魂
」の
知
恵
や
知
識
は
多

い
と
判
断
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、「
魂
」の

傷
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
ら
、
反
応
が
見
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
、

「
魂
」が
攻
撃
さ
れ
た
り
、「
魂
」を
入
れ

て
い
た
人
が
辛
い
経
験
を
し
た
の
か
な

ど
と
推
定
さ
れ
る
の
で
す
が
、「
魂
」の

年
齢
の
高
い
人
に
多
い
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
場
合
に
は「
魂
」を
癒

す
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
か
と
思
わ
れ
ま

す
。チ

ャ
ク
ラ
と
は
ヨ
ガ
で
よ
く
言
わ
れ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
の
こ
と
で
す

が
、
会
陰
部
に
あ
る
第
一
チ
ャ
ク
ラ
か

ら
順
に
身
体
の
セ
ン
タ
ー
を
上
が
り
、

頭
頂
に
あ
る
第
七
チ
ャ
ク
ラ
ま
で
達
し

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
チ
ャ
ク
ラ
と「
魂
」

は
繋
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
現
象
が
あ
り
ま
す
。

「
魂
」
の
位
置
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
そ

の
場
所
の「
気
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
両
手

で
掴
み
前
方
に
出
す
と
、
第
一
か
ら
第

七
ま
で
の
チ
ャ
ク
ラ
も
繋
が
っ
て
前
方

に
出
ま
す
。「
魂
」
を
出
し
て
い
る
時

間
が
数
秒
な
ら
あ
ま
り
問
題
な
い
の
で

す
が
、
20
秒
を
超
え
て
長
く
な
る
と
全

身
の
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
低
下
し
て
き
ま

す
。
お
そ
ら
く
「
魂
」
は
チ
ャ
ク
ラ
か

ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
会
場
で
も

「
魂
」
を
前
方
へ
出
す
実
習
を
し
ま
し
た

が
、
次
第
に
し
ん
ど
さ
が
出
て
き
ま
し

た
。「
魂
」を
長
時
間
身
体
か
ら
出
し
て

お
く
こ
と
は
危
険
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
訳
で
、「
魂
を
前
方
に
出

す
」を
さ
ら
に
進
め
て
、「
魂
が
抜
け
る
」

と
ど
う
な
る
か
？ 

を
文
献
的
に
検
討
し

ま
し
た
。

死
ん
だ
ら「
魂
は
抜
け
る
」と
言
わ
れ

ま
す
。
そ
れ
を
逆
手
に
と
っ
て「
魂
が

抜
け
る
と
死
ぬ
」、
と
よ
く
言
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
文
献
上
か
ら
み
て「
魂
」

は
死
な
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

シ
ャ
ー
マ
ン
が
「
魂
」
を
出
し
て
霊

界
な
ど
で
神
や
霊
に
合
う
こ
と
は
、
文

献
的
に
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
一
般

の
人
で
も
、
び
っ
く
り
し
た
り
、
高
い

所
か
ら
落
ち
る
な
ど
で
「
魂
」
を
ど
こ

か
に
落
と
す
こ
と
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
脱
魂
現
象
に
つ
い

て
で
す
が
、
沖
縄
で
は
「
魂
」
は
「
マ

ブ
イ
」
と
呼
ば
れ
よ
く
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
脱
魂
状
態
で
は
、
意
識
は
ぼ
ん

や
り
、
倦
怠
感
、
眠
い
、
微
熱
な
ど
の

症
状
が
あ
り
、
ユ
タ
の
呪
文「
○
○（
人

の
名
前
）の
マ
ブ
ヤ
ー　

ウ
ー
テ
ィ
ー
ク

ヨ
ー
」
で
抜
け
た
魂
を
拾
い
に
行
く
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
興
味
深
い
こ

と
に
、
落
と
し
た
「
魂
」
を
拾
っ
て
戻

す
と
先
ほ
ど
の
症
状
が
直
ぐ
に
改
善
す

る
の
だ
そ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
亡
く
な
っ
た
人
の
写
真

で
は
「
魂
」
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
？ 
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で
す
が
、
生
き
て
い
る
人
の
写
真
に
は

「
魂
」
の
反
応
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に

は
異
論
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

人
が
死
ぬ
と
「
魂
」
は
肉
体
か
ら
抜

け
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
で
は
、
死
後
、

そ
の
人
の
写
真
か
ら
も
「
魂
」
の
反
応

は
消
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。「
気
当
て
診

断
」
を
す
る
と
、
亡
く
な
る
と
生
前
の

写
真
か
ら
も
「
魂
」
は
抜
け
て
い
る
と

判
断
さ
れ
ま
す
。
作
家
の
太
宰
治
や
夏

目
漱
石
の
写
真
で
は
「
魂
」
の
反
応
が

消
え
て
い
ま
す
。
不
思
議
な
こ
と
に
亡

く
な
っ
て
か
ら
の
写
真
に
も
「
魂
」
の

反
応
が
あ
る
人
も
居
ま
す
。
た
と
え
ば

念
写
研
究
さ
れ
た
福
来
友
吉
博
士
は
死

後
の
写
真
に
も
魂
の
反
応
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
何
故
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ

る
の
か
、
に
つ
い
て
は
ま
だ
自
分
な
り

に
納
得
の
い
く
説
明
は
で
き
て
い
ま
せ

ん
。複

数
の
「
魂
」
を
持
つ
人
も
い
ま
し

た
。
一
般
の
人
は
「
魂
」
を
一
つ
持
っ

て
い
る
だ
け
で
す
が
、
ご
く
稀
に「
魂
」

を
2
個
以
上
持
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

ど
う
い
う
意
味
か
は
症
例
経
験
が
少
な

く
未
だ
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
活

動
さ
れ
て
い
る
人
に
興
味
を
持
っ
て
魂

が
入
り
こ
ん
だ
の
で
は
？ 

と
思
っ
て

い
ま
す
。

ど
こ
で
生
ま
れ
た
「
魂
」
か
？ 

は
適

応
障
害
を
考
え
る
上
で
役
に
立
ち
ま

す
。
そ
の
人
の
「
魂
」
が
地
球
で
生
ま

れ
た
か
、
あ
る
い
は
地
球
外
の
宇
宙
で

生
ま
れ
た
か
、
に
つ
い
て
で
す
が
、
地

球
生
ま
れ
の
「
魂
」
の
場
合
は
こ
こ
が

地
球
な
の
で
あ
ま
り
問
題
に
な
り
ま
せ

ん
。
宇
宙
生
ま
れ
の
「
魂
」
は
地
球
で

の
適
応
障
害
が
問
題
と
な
り
ま
す
。
特

に
地
球
へ
の
転
生
回
数
が
少
な
い
場
合

は
「
魂
」
が
地
球
の
こ
と
を
全
く
学
習

し
て
い
な
い
が
故
に
、
地
球
に
馴
染
め

ず
適
応
障
害
、
自
閉
症
を
起
こ
し
が
ち

で
す
。

よ
く
「
イ
ン
デ
ィ
ゴ
チ
ル
ド
レ
ン
」

は
地
球
を
救
う
た
め
に
こ
の
地
球
に
や

っ
て
来
た
と
言
わ
れ
、
そ
の
よ
う
な
人

も
い
ま
す
が
、
多
く
の
ケ
ー
ス
で
は
、

地
球
に
馴
染
め
な
い
で
悩
ん
で
い
て
、

ご
本
人
も
そ
の
理
由
が
分
か
ら
な
い
の

で
す
。

そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、
初
め
て

地
球
に
転
生
し
た
「
魂
」
で
あ
る
事
を

知
っ
て
も
ら
い
、
地
球
で
の
対
処
法
を

伝
え
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
、「
魂
」の
再
会
回
数
に
移
り

ま
す
。
皆
さ
ん
も
経
験
が
あ
る
と
思
う

の
で
す
が
、
初
め
て
会
っ
た
の
に
初
め

て
会
っ
た
気
が
し
な
い
、
ま
る
で
同
窓

会
で
も
し
て
い
る
よ
う
な
雰
囲
気
に
な

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

た
っ

た
一
度
会
っ
た
だ
け
な
の
に
初
め
て
会

っ
た
気
が
し
な
い
人
が
い
る
。
そ
の
理

由
は
、
す
で
に
過
去
世
で
何
度
か「
魂
」

が
会
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
逆
に
過
去

世
で
会
っ
て
い
な
い
人
と
は
、
今
世
で

何
度
会
っ
て
も
疎
遠
な
感
じ
が
す
る
も

の
で
す
。

人
に
会
う
場
合
は
、
そ
の
人
と
の

「
魂
」
の
再
会
回
数
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
る
と
興
味
深
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

一
般
に
「
魂
」
の
再
会
回
数
が
多
い
人

ほ
ど
懐
か
し
さ
も
倍
増
し
ま
す
。
ま
た

再
会
回
数
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
く
て
も

親
し
く
す
ご
し
た
過
去
世
が
あ
れ
ば
懐

か
し
さ
が
生
じ
ま
す
。
た
だ
し
、
ご
く

稀
に
、
再
会
回
数
が
多
く
て
も
敵
対
し

て
い
る
「
魂
」
も
あ
る
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
事
実
を
応
用
す
れ
ば
、

協
力
者
を
「
魂
」
の
視
点
か
ら
選
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
過
去
世
で
複
数
回
会

っ
た
人
か
ら
協
力
者
を
選
べ
ば
、
馴
染

み
や
す
く
事
細
か
に
説
明
し
な
く
て
も

お
互
い
が
分
か
り
ま
す
。
そ
の
後
に
性

格
や
適
性
な
ど
を
検
討
す
れ
ば
、
共
に

働
く
時
に
も
し
っ
く
り
く
る
し
、
長
く

勤
め
て
も
ら
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

も
し
、
過
去
世
に
会
っ
た
こ
と
が
な

い
人
を
選
ぶ
と
、
同
じ
よ
う
に
働
い
て

い
て
も
い
つ
ま
で
も
疎
遠
な
感
じ
が
す

る
の
で
、
雇
わ
れ
る
人
も
雇
う
人
も
楽

し
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

ち
な
み
に
私
の
「
は
し
も
と
内
科
外

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
で
は
人
を
採
用
す
る

に
あ
た
り
先
ず
は
写
真
で
「
魂
」
を
チ

ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
そ
の
た
め
か
私
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
は
和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲

気
が
出
て
い
て
、
働
く
の
が
楽
し
い
と

言
う
職
員
も
い
ま
す
。

才
能
も
、「
魂
」
を
読
み
取
る
こ
と
で

分
か
り
ま
す
。
才
能
が
有
る
人
は
大
し

て
努
力
し
な
く
て
も
物
事
を
達
成
し
て

し
ま
い
ま
す
。
逆
に
才
能
が
な
い
人
は

同
じ
成
果
を
出
す
に
も
か
な
り
の
努
力

を
強
い
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
3
歳
く
ら

い
で
ピ
ア
ノ
を
ス
ラ
ス
ラ
と
弾
け
る
子

ど
も
が
い
ま
す
。「
魂
」
の
観
点
か
ら
、

才
能
と
は
過
去
世
で
、
そ
の
こ
と
を
ど

れ
だ
け
や
っ
た
か
？ 

と
い
う
こ
と
と

思
わ
れ
ま
す
。

た
と
え
ば
、
日
本
人
は
英
語
を
喋
る

の
が
得
意
で
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
中
に
は
英
語
が
ペ
ラ
ペ
ラ
の
人
も

い
ま
す
。
そ
ん
な
人
は
大
抵
、「
魂
」
が

過
去
世
で
英
語
を
喋
っ
て
い
た
記
憶
が

あ
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
過
去
世
で
お
こ
な
っ
た

回
数
が
多
い
ほ
ど
、
努
力
少
な
く
達
成

で
き
る
し
、
逆
に
、
過
去
世
で
や
っ
て
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い
な
い
こ
と
を
す
る
に
は
、
か
な
り
の

苦
労
が
必
要
な
の
で
す
。
適
職
を
検
討

す
る
場
合
、
過
去
世
で
そ
の
こ
と
を
お

こ
な
っ
た
か
ど
う
か
、
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
と
生
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
進
路
指

導
相
談
で
は
「
魂
」
を
ベ
ー
ス
に
進
め

る
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
私
」
と
「
魂
」
と
の
関
係
も
見
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

「
魂
」
と
は
何
か
？ 

と
い
っ
た
根
源

的
な
質
問
に
答
え
る
の
は
か
な
り
難
し

い
で
す
が
、
一
般
的
に
、
生
き
生
き
と

充
実
感
の
あ
る
時
は
「
魂
」
も
大
き
く

な
り
ま
す
。

一
方
、「
魂
」が
喜
ん
で
い
て
も
、「
私
」

に
そ
の
意
味
が
分
か
ら
な
い
時
が
あ
り

ま
す
。
以
下
、
私（
橋
本
）の
体
験
で
す

が
、「
魂
」だ
け
が
喜
び「
私
」が
よ
く
分

か
ら
な
か
っ
た
例
で
す
。

橋
本
の
「
魂
」
が
喜
ぶ
仏
像
を
検
討

し
た
と
こ
ろ
、
出
て
き
た
の
が
、
興
福

寺　

東
金
堂　

維
摩
居
士
で
し
た
。
橋

本
、
本
人
は
写
真
で
こ
の
像
を
見
て
も

別
に
喜
び
は
な
く
、
何
の
こ
と
か
分
か

ら
な
い
と
い
う
の
が
正
直
な
感
想
で
し

た
。
実
物
を
見
た
ら
違
う
の
で
は
、
と

奈
良
県
興
福
寺
に
実
物
を
見
に
行
き
ま

し
た
。

結
果
、
実
物
を
見
て
も
「
私
」
の
意

識
で
は
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
私
の
「
魂
」
は
大
き
く
な
り
確
か

に
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
き
っ
と
「
魂
」

に
刻
ま
れ
た
過
去
世
に
お
い
て
何
か
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、「
魂
」が
喜
ん
で
い
て
も
、「
私
」

に
は
分
か
ら
な
い
例
と
し
て「
第
3
の

涙
」
が
あ
り
ま
す
。
大
自
然
を
見
た
と

き
と
か
、
聖
な
る
も
の
を
見
た
時
と
か
、

悲
し
い
、
嬉
し
い
を
遥
か
に
超
え
た
次

元
で
、「
私
」
は
そ
の
理
由
が
よ
く
分

か
ら
ず
に
涙
を
流
す
と
い
っ
た
現
象
で

す
。
こ
の
よ
う
に「
魂
」の
喜
び
と
自
分

の
喜
び
が
違
う
こ
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

少
な
く
と
も「
魂
」
は「
私
」
と
い
う
概

念
の
も
の
と
は
異
質
と
思
わ
れ
ま
す
。

「
私
」
は
個
を
維
持
す
る
た
め
の
便
宜
上

の
意
識
で
あ
っ
て
、「
魂
」は「
私
」に
乗

っ
か
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
す
る
も

の
、
た
と
え
ば
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
が

「
私
」で
、「
魂
」は
乗
客
と
の
解
釈
が
今

の
時
点
で
は
し
っ
く
り
す
る
よ
う
で
す
。

今
後
も「
魂
」
に
関
す
る
知
見
を
集
め
、

こ
れ
を
さ
ら
に
拡
げ
て
検
討
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

さ
て
、「
魂
」
を
喜
ば
せ
て
生
き
生
き

と
生
き
る
方
法
で
す
が
、
先
ず
は
意
識

し
て
生
き
生
き
と
充
実
感
の
あ
る
こ
と

を
実
行
す
れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ

は
既
に
解
説
し
た
通
り
で
す
。

さ
ら
に
こ
こ
で
は
簡
単
に
出
来
る
方

法
を
お
伝
え
し
ま
す
。
一
つ
は
愛
す
る

人
と
向
き
合
っ
て
ハ
グ
す
る
こ
と
で
す
。

背
後
か
ら
ハ
グ
し
て
も
効
果
は
減
弱
し

ま
す
。

そ
れ
か
ら「
魂
」
の
小
さ
な
人
に
は

「
魂
振
り
」
を
勧
め
て
い
ま
す
。
神
道
で

は「
魂
振
り
」と
い
う
言
葉
が
あ
る
の
で

す
が
、
こ
こ
で
は
橋
本
独
自
の
や
り
方

を
お
伝
え
し
ま
す
。

上
下
の
起
伏
を
起
こ
し
な
が
ら
、
物

理
的
に
左
右
に
身
体
を
振
る
よ
う
指
導

し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
赤
ち
ゃ
ん
を

振
っ
て
あ
や
す
の
と
似
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
踊
り
を
す
る
と
「
魂
」
は
大
き

く
な
る
こ
と
を
体
験
的
に
知
り
ま
し
た
。

ひ
と
通
り
の
実
習
と
解
説
を
終
え
て
か

ら
、
講
演
の
最
後
に
公
開
で
個
人
相
談

を
し
ま
し
た
。
相
談
事
の
あ
る
参
加
者

に
前
の
フ
ロ
ア
に
出
て
来
て
も
ら
い
、

そ
の
相
談
に
私
が
答
え
、
こ
れ
を
観
て

も
ら
う
と
い
っ
た
実
習
で
す
。
人
材
の

採
用
や
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
相
性
な
ど
の

相
談
に
、
数
名
の
方
が
出
て
来
ら
れ
ま

し
た
。

雇
用
す
る
に
は
ど
う
か
？　

複
数
の

候
補
者
の
写
真
か
ら
、「
魂
」の
関
係
を

ベ
ー
ス
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
最
適
の
人
材

を
ア
ド
バ
イ
ス
。
ま
た
、
交
際
相
手
に

つ
い
て
も
写
真
を
も
と
に
「
魂
」
の
関

係
を
ベ
ー
ス
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
し
た
。「
魂
」
に
「
気
当
て
」

し
て
そ
の
反
応
を
診
断
す
る
人
生
相
談

も
行
い
ま
し
た
。

転
居
に
つ
い
て
の
質
問
も
あ
り
ま
し

た
。「
魂
」に「
気
当
て
」し
た
ら
良
い
と

の
反
応
あ
る
の
で
す
が
40
点
く
ら
い
と

鈍
い
。
よ
く
よ
く
尋
ね
て
み
る
と
、
親

御
さ
ん
が
今
の
住
居
の
近
く
に
居
て
、

引
越
し
す
る
と
遠
方
に
な
る
の
で
ど
う

す
る
か
悩
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。
親

の
こ
と
や
仕
事
を
ど
う
す
る
か
、
な
ど

も
う
す
こ
し
明
確
に
し
て
か
ら
ま
た
相

談
を
さ
れ
る
よ
う
伝
え
ま
し
た
。
他
の

公
開
個
人
相
談
も
行
い
ま
し
た
が
、
記

憶
に
残
っ
て
い
る
も
の
だ
け
を
記
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
対
策
を
万
全
に
し
て
く
だ
さ

っ
た
役
員
の
皆
様
、
ま
た
多
数
の
参
加

者
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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講
師　

刀
根　

健�

氏

刀
根�
健�
氏
の
プ
ロ
フ
ー
ル

略
歴

O
FFICE LEELA

（
オ
フ
ィ
ス 

リ
ー

ラ
）代
表
。

東
京
電
機
大
学
理
工
学
部
卒
業
。
大
手

商
社
勤
務
を
経
て
、
教
育
系
企
業
に
。

心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
資
格
取
得
コ

ー
ス
の
開
発
や
人
事
部
門
で
の
教
育
・

研
修
・
制
度
開
発
を
担
当
。

研
修
会
社
へ
講
師
と
し
て
転
職
し
、
防

衛
省
や
国
土
交
通
省
な
ど
官
公
庁
を
始

め
、
N
T
T
な
ど
の
企
業
や
病
院
を
中

心
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
研
修
を
通
じ
2
万
人
以
上
の

指
導
を
行
う
。

ま
た
、
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム
の
ト
レ
ー
ナ

ー
と
し
て
も
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
の
指
導
・

育
成
を
行
い
、
3
名
の
日
本
ラ
ン
カ
ー

を
育
て
る
。

癌
に
な
っ
た
の
を
契
機
に
2
0
1
8
年

に
独
立
し
、O

FFICE　

LEELA

を

設
立
、
現
在
に
至
る

著
作

「
僕
は
、
死
な
な
い
」
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ 

2
0
1
9
年

「
ス
ト
ロ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
の
す
す
め
」

フ
ォ
ー
メ
ン
ズ
出
版 

2
0
0
8
年

（
講
演
内
容
）

2
0
1
6
年
9
月
1
日
、
僕
は
「
肺

癌
ス
テ
ー
ジ
4
」
の
宣
告
を
受
け
ま
し

た
。自

分
的
に
は
何
の
不
調
も
感
じ
て
お

ら
ず
、
た
ま
た
ま
見
つ
か
っ
た
心
臓
の

不
整
脈
か
ら
の
検
査
で
発
覚
し
た
の
で

す
。し

か
し
、
癌
が
見
つ
か
っ
た
と
き
、

も
う
す
で
に
肺
の
中
だ
け
で
な
く
、
肺

の
リ
ン
パ
や
骨
に
も
転
移
が
あ
り
「
ス

テ
ー
ジ
4
」の
状
態
で
し
た
。

ド
ク
タ
ー
に
「
治
り
ま
す
か
？
」
と

聞
き
ま
し
た
が
「
治
り
ま
せ
ん
」
と
答

え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て「
肺
癌
は
癌
の
中
で
も
難
し

い
病
気
で
、
抗
が
ん
剤
が
効
く
可
能
性

は
4
割
」と
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。

「
6
割
は
効
か
な
い
の
で
す
か
」

「
は
い
そ
う
で
す
。
そ
し
て
が
ん
細
胞
は

抗
が
ん
剤
に
必
ず
耐
性
を
持
ち
ま
す
か

ら
、
い
ず
れ
効
か
な
く
な
り
ま
す
。
そ

う
な
っ
た
ら
、
ま
た
抗
が
ん
剤
を
変
え

ま
す
。
そ
の
抗
が
ん
剤
も
効
く
可
能
性

は
4
割
で
す
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
僕

の
が
ん
細
胞
か
ら
採
取
し
た
遺
伝
子
に

は
特
殊
な
遺
伝
子
は
な
く
、
通
常
の
抗

が
ん
剤
し
か
適
用
で
き
な
い
と
の
こ
と

で
し
た
。

僕
は
い
ろ
い
ろ
と
悩
ん
だ
結
果
、「
治

ら
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
治
療
は
受
け

な
い
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

通
常
の
抗
が
ん
剤
治
療
を
受
け
る
と

「
が
ん
で
死
ぬ
か
」「
抗
が
ん
剤
の
副
作

用
で
死
ぬ
か
」
ど
ち
ら
か
し
か
な
い
よ

う
に
感
じ
た
か
ら
で
す
。

僕
は
通
常
医
療
で
は
な
く
、
東
洋
医

療
や
食
事
療
法
な
ど
の
代
替
医
療
に
賭

け
ま
し
た
。

そ
し
て
、
徹
底
的
に
考
え
、
調
べ
、

話
を
聞
き
、
代
替
治
療
の
道
を
進
み
始

め
ま
し
た
。

代
替
医
療
を
実
践
し
て
い
る
ク
リ
ニ

ッ
ク
や
ド
ク
タ
ー
を
訪
ね
、
本
を
30
冊

以
上
読
み
、
サ
プ
リ
を
調
べ
、
生
還
者

に
会
い
…
僕
は
様
々
な
こ
と
を
や
り
ま

し
た
。
出
来
る
こ
と
は
お
金
を
か
け
て

す
べ
て
や
り
ま
し
た
。

そ
の
期
間
は
約
9
か
月
に
及
び
ま
し

た
。
僕
の
心
は
い
つ
も
崖
っ
ぷ
ち
で
し

た
。
振
り
返
る
と
そ
こ
に
は
『
死
』
が

待
っ
て
い
ま
す
。『
死
』
と
い
う
奈
落

の
底
が
い
つ
も
足
元
に
あ
り
、
1
セ
ン

チ
で
も
後
ず
さ
っ
た
ら
真
っ
逆
さ
ま
に

転
落
し
て
し
ま
い
そ
う
な
気
持
ち
で
し

た
。
で
す
か
ら
そ
の
「
恐
怖
」
に
飲
み

込
ま
れ
な
い
よ
う
に
常
に
「
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
」を
意
識
し
続
け
ま
し
た
。

い
つ
も
「
俺
は
治
る
」「
が
ん
は
消
え

る
」「
が
ん
を
消
す
」「
こ
の
戦
い
、
負

け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」「
勝
つ
し

か
な
い
ん
だ
」。

し
か
し
、
人
は
い
つ
も
意
識
を
集
中

し
続
け
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
ふ
と

気
づ
く
と
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
の
反
対
の
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

そ
う
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

は
同
じ
曲
線
の
右
と
左
な
の
で
す
。
右

に
意
識
を
集
中
す
る
と
、
同
じ
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
左
に
も
集
中
し
ま
す
。
そ
し
て

そ
れ
は
無
意
識
に
格
納
さ
れ
て
し
ま
う

の
で
す
。

で
す
の
で
そ
の
頃
の
僕
は
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
と
い
う
極
端
な
両
極

を
大
き
く
揺
れ
動
い
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
と
て
も
疲
れ
ま
し
た
が
、
本
人
は

「
サ
バ
イ
バ
ル
」「
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
」

と
い
う
恐
怖
に
支
配
さ
れ
て
い
る
の
で
、

全
く
気
付
か
な
か
っ
た
の
で
す
。
た
だ

た
だ
、
本
当
に
疲
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
だ
ん
だ
ん
と
身
体
の
具
合
が

悪
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
4
の
宣
告
を
受
け
た
と
き

「
年
を
越
せ
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
思
い

ま
し
た
が
、
そ
れ
は
な
ん
と
か
実
現
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
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し
か
し
、
年
が
明
け
て
2
0
1
7
年

の
1
月
に
は
首
の
リ
ン
パ
が
腫
れ
だ
し

て
コ
メ
粒
ほ
ど
の
転
移
が
見
つ
か
り
ま

し
た
。
代
替
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
ド
ク

タ
ー
か
ら
は
「
転
移
で
す
ね
」
と
告
げ

ら
れ
ま
し
た
。

1
月
末
に
は
左
の
座
骨
が
ジ
ン
ジ
ン

と
痛
み
出
し
、
柔
ら
か
い
椅
子
に
し
か

座
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

2
月
に
は
左
の
股
関
節
が
痛
み
出
し
、

足
を
引
き
ず
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

肺
は
常
に
圧
迫
さ
れ
た
よ
う
な
感
じ
に

な
り
、
大
き
く
息
を
す
る
こ
と
が
困
難

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
僕
は
心
の
中
で
は
「
こ
れ
は

治
っ
て
い
る
証
拠
だ
」「
こ
れ
は
好
転
反

応
だ
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
ま

し
た
。

心
が
少
し
で
も
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
振
れ

る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
暗
闇
と
絶
望

に
持
っ
て
い
か
れ
そ
う
だ
っ
た
の
で
、

必
死
で
し
た
。

3
月
に
入
る
と
階
段
を
上
る
の
が
き

つ
く
な
り
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
探
す

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

4
月
に
は
体
中
が
だ
る
く
な
り
、
起

き
て
い
る
こ
と
が
辛
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。し

か
し
、
僕
は
経
過
観
察
に
は
い
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
最
初
に
抗
が
ん
剤
治

療
を
断
っ
た
大
学
病
院
で
は
「
う
ち
で

の
治
療
を
断
る
の
で
あ
れ
ば
、
私
た
ち

が
や
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
経
過

観
察
も
致
し
ま
せ
ん
。
お
好
き
な
と
こ

ろ
で
勝
手
に
や
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
の

こ
と
で
し
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ

て
い
た
の
で
す
。

そ
し
て
5
月
下
旬
、
頼
ん
で
い
た
サ

プ
リ
の
配
達
時
に
、
自
分
の
名
前
を
サ

イ
ン
し
よ
う
と
し
た
と
き
に
、
自
分
の

名
前
の
漢
字
が
思
い
出
せ
な
く
な
っ
て

愕
然
と
し
ま
し
た
。
何
十
年
も
書
い
て

い
た
自
分
の
名
前
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。

そ
し
て
そ
れ
は「
ひ
ら
が
な
」
に
も

及
び
ま
し
た
。「
く
」
が
ど
っ
ち
に
曲
が

っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
。「
き
」
が

ど
っ
ち
に
ふ
く
ら
む
の
か
わ
か
ら
な
い
。

さ
ら
に
同
じ
こ
ろ
、
右
目
の
視
野
が
狭

く
な
り
ま
し
た
。
目
が
見
え
な
く
な
っ

て
き
た
の
で
す
。「
視
野
欠
損
」で
し
た
。

ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
と
こ
れ
は
緑
内
障
の

症
状
で
し
た
が
「
脳
腫
瘍
」
で
も
同
じ

症
状
が
で
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

僕
は
心
の
中
で「
い
や
違
う
、
こ
れ

は
緑
内
障
だ
。
き
っ
と
明
日
に
な
れ
ば

治
っ
て
る
」
と
言
い
聞
か
せ
ま
し
た
が
、

翌
日
も
そ
の
翌
日
も
、
ど
ん
ど
ん
視
野

が
狭
く
な
っ
て
い
っ
た
の
で
し
た
。

「
こ
れ
は
ま
ず
い
こ
と
が
起
き
て
い

る
」
さ
す
が
の
僕
も
そ
う
思
い
、
不
整

脈
を
定
期
観
察
し
て
い
た
だ
い
て
た
循

環
器
の
先
生
に
肺
の
C
T
を
撮
影
し
て

も
ら
っ
た
と
こ
ろ
「
肺
は
悪
く
な
っ
て

い
る
」「
肝
臓
に
も
転
移
の
可
能
性
が
あ

る
」
そ
し
て
「
脳
も
怪
し
い
」
と
の
こ

と
で
し
た
。

循
環
器
の
先
生
は
「
こ
れ
は
そ
ろ
そ

ろ
ち
ゃ
ん
と
し
た
と
こ
ろ
で
診
て
も
ら

っ
た
方
が
い
い
よ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
、
僕
が
通
っ
て
い
る
ク
リ
ニ

ッ
ク
の
紹
介
で
本
郷
の
東
大
病
院
へ
行

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

東
大
病
院
の
ド
ク
タ
ー
は
僕
の
C
T

画
像
を
見
な
が
ら
言
い
ま
し
た
。

「
肺
癌
は
だ
い
ぶ
進
ん
で
い
ま
す
が
、

い
ま
す
ぐ
に
ど
う
と
い
う
レ
ベ
ル
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
問
題
は
脳
で

す
」そ

う
い
う
と
、
脳
の
C
T
を
指
さ
し

ま
し
た
。

「
脳
が
こ
れ
だ
け
腫
れ
て
い
ま
す
」

僕
の
脳
は
4
分
の
1
ほ
ど
腫
れ
あ
が

り
、
脳
の
し
わ
が
無
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。

「
こ
れ
だ
け
腫
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
相
当
大
き
な
腫
瘍
が
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
脳
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

下
手
を
す
る
と
、
来
週
に
で
も
呼
吸
が

止
ま
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

呼
吸
が
…
止
ま
る
…
来
週
？

ド
ク
タ
ー
は
続
け
ま
し
た
。

「
医
者
が
1
0
0
人
い
る
と
す
れ
ば
、

1
0
0
人
全
員
が
入
院
を
勧
め
る
レ
ベ

ル
で
す
。
ど
う
さ
れ
ま
す
か
？
」

ド
ク
タ
ー
は
僕
が
1
回
標
準
治
療
を

断
っ
た
い
わ
ゆ
る
“
難
し
い
患
者
”
で

あ
る
こ
と
を
気
に
留
め
て
い
た
だ
き
、

こ
の
提
案
を
し
て
く
れ
た
の
で
し
た
。

「
血
液
検
査
を
し
た
30
分
後
に
入
院
す

る
か
ど
う
か
の
お
返
事
を
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
」

僕
は
一
回
退
出
し
、
血
液
検
査
を
し

た
の
ち
に
、
ま
た
診
察
室
の
前
の
待
合

の
椅
子
に
座
り
、
天
井
を
見
上
げ
ま
し

た
。

「
や
れ
る
こ
と
は
、
全
部
や
っ
た
」

「
あ
れ
も
こ
れ
も
、
考
え
て
、
調
べ
て
、

や
っ
て
、
や
っ
て
や
り
つ
く
し
た
…
」

「
そ
し
て
、
す
べ
て
が
無
駄
だ
っ
た
…
」

「
す
べ
て
、
は
ね
返
さ
れ
た
」

「
完
全
な
る
、
K
O
負
け
だ
…
」

し
か
し
、
そ
の
と
き
僕
に
訪
れ
た
の

は
『
絶
望
』
で
は
な
く
『
解
放
』
だ
っ
た

の
で
す
。

そ
れ
ま
で
の
僕
は
圧
力
釜
の
中
で
下

か
ら
火
で
あ
ぶ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
状

態
で
し
た
。
死
の
恐
怖
、
未
来
へ
の
不

安
、
そ
う
い
っ
た
言
語
を
絶
す
る
ス
ト



レ
ス
の
空
間
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た

の
で
す
。

そ
れ
が
一
気
に
青
空
の
下
へ
解
放
さ

れ
た
気
分
で
し
た
。

気
持
ち
い
い
～

そ
し
て
、
つ
づ
い
て
言
葉
と
し
て
出
て

き
た
の
は

自
分
で
考
え
て
、
調
べ
て
、
計
画
立
て

て
、
行
動
し
て
、
や
っ
て
や
っ
て
や
り

つ
く
し
て
ダ
メ
だ
っ
た
ん
だ
か
ら
、
も

う
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
何
も
な
い

す
べ
て
、
お
任
せ
す
る
し
か
な
い
じ
ゃ

ん
か
…

そ
う
だ
、
も
う
お
任
せ
し
よ
う

今
か
ら
振
り
返
る
と
、
そ
の
と
き
の

僕
は
『
思
考
ゼ
ロ
』『
ノ
ー
マ
イ
ン
ド
』

の
状
態
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

と
に
か
く
、
ス
ッ
キ
リ
と
し
て
気
持

ち
が
良
か
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
ド
ク
タ
ー
に
入
院
す
る
こ
と

を
伝
え
、
帰
宅
し
ま
し
た
。
そ
し
て
心

配
し
て
待
っ
て
い
た
長
男
に
入
院
す
る

経
緯
を
伝
え
ま
し
た
。

す
る
と
長
男
が
言
い
ま
し
た
。

「
父
さ
ん
、
も
う
楽
し
む
し
か
な
い
よ
」

そ
う
、
そ
う
だ
、
僕
の
人
生
は
あ
と
残

り
少
し
し
か
な
い
だ
ろ
う
。
で
も
、
残

り
の
時
間
を
楽
し
む
こ
と
は
出
来
る
ん

だ
、
そ
う
、
残
り
時
間
を
徹
底
的
に
楽

し
ん
で
や
ろ
う
。

そ
う
思
っ
た
ら
心
の
底
か
ら
ワ
ク
ワ

ク
し
て
き
た
の
で
し
た
。

そ
れ
か
らFacebook

で
入
院
す
る

こ
と
を
公
表
し
ま
し
た
。
僕
は
近
し
い

人
に
し
か
癌
で
あ
る
こ
と
を
言
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
す
る
と
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
自
分
で
抱
え
込
む
必
要
な
ど
、

最
初
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
を

や
っ
て
い
た
の
は
僕
の
エ
ゴ
で
し
た
。

そ
し
て
入
院
す
る
ま
で
の
4
日
間
に

本
当
に「
神
の
時
間
割
」と
も
呼
べ
る
よ

う
な
不
思
議
な
出
来
事
が
次
々
に
続
き

ま
し
た
。
詳
し
く
は
僕
の
著
書「
僕
は
、

死
な
な
い
。」
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、
そ
の
4
日
間
が
終
わ
っ
た
こ
ろ
、

僕
は「
僕
は
、
死
な
な
い
」「
僕
は
、
治

る
」「
僕
の
癌
は
、
消
え
る
」
と
い
う
心

の
底
か
ら
の
確
信
を
得
た
の
で
す
。

入
院
は
6
月
13
日
で
し
た
。
入
院
す

る
と
き
は
も
う
す
で
に
「
治
る
確
信
」

が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
入
院
時
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
「
病
状
に
つ
い
て
」「
入
院
に

つ
い
て
」
と
い
う
2
つ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

項
目
の
両
方
に
「
全
く
心
配
し
て
い
な

い
」
に
し
る
し
を
つ
け
た
と
き
、
担
当

の
看
護
師
さ
ん
が
不
思
議
そ
う
に
言
い

ま
し
た
。

「
こ
れ
を
両
方
と
も
こ
こ
に
し
る
し
を

つ
け
た
人
、
初
め
て
な
の
で
す
が
、
ど

う
い
う
ご
心
境
な
の
で
す
か
」

僕
は
笑
い
な
が
ら
答
え
ま
し
た
。

「
僕
は
治
る
っ
て
確
信
が
あ
る
ん
で
す
」

き
っ
と
看
護
師
さ
ん
は
変
な
患
者
が
来

た
と
思
っ
た
で
し
ょ
う
ね（
笑
）。

そ
の
後
、
1
週
間
ほ
ど
の
脳
の
放
射

線
治
療
を
受
け
終
わ
っ
た
こ
ろ
の
深
夜

に
ド
ク
タ
ー
が
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
に
ニ
コ

ニ
コ
し
な
が
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
。

「
刀
根
さ
ん
、
生
体
検
査
の
結
果
が
出
ま

し
て
、
刀
根
さ
ん
の
遺
伝
子
に
A
L
K

が
見
つ
か
っ
た
ん
で
す
!
」

A
L
K
と
は
肺
腺
癌
患
者
の
約
4
%

し
か
持
っ
て
い
な
い
珍
し
い
遺
伝
子
で
、

こ
の
遺
伝
子
を
持
っ
て
い
る
と
、
そ
れ

に
適
合
す
る
分
子
標
的
薬
と
い
う
薬
が

使
用
で
き
る
の
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
A
L
K
は
最
初
の
大

学
病
院
で
も
調
べ
て
い
た
は
ず
…
し
か

し
2
か
月
半
経
っ
て
も
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
が
な
か
っ
た
の
で
、
僕
は
て
っ
き
り

自
分
に
は
な
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。

僕
は
ド
ク
タ
ー
の
言
葉
を
聞
い
て
ガ

ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
し
ま
し
た
が
、
そ
の
心

の
裏
で
は
「
や
っ
ぱ
り
…
あ
た
り
ま
え

だ
よ
」
と
言
っ
て
い
る
自
分
も
い
ま
し

た
。そ

の
晩
遅
く
僕
は
お
手
洗
い
に
出
か

け
、
便
器
に
座
っ
て
空
を
見
上
げ
ま
し

た
。
そ
の
と
き
ふ
と
言
葉
が
湧
い
て
き

ま
し
た
。

生
か
さ
れ
た
…

生
き
残
っ
た
の
で
は
な
く
、
生
か
さ
れ

た
…

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

僕
は
便
器
に
座
っ
て
泣
き
ま
し
た
。

そ
し
て
翌
日
、
正
式
な
ド
ク
タ
ー
か
ら

の
診
察
結
果
と
し
て
僕
の
A
L
K
の
適

合
率
が
こ
れ
ま
た
珍
し
い
1
0
0
%
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
副
作
用
も
少
な

く
、
服
用
し
て
か
ら
わ
ず
か
約
10
日
で

退
院
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

退
院
の
日
は
、
こ
れ
も
ま
た
何
か
の

導
き
な
の
で
し
ょ
う
か
、
24
回
目
の
結

婚
記
念
日
で
し
た
。

こ
う
し
て
2
0
1
7
年
7
月
10
日
に

僕
は
妻
と
一
緒
に
約
1
か
月
間
入
院
し

て
い
た
東
大
病
院
を
退
院
し
ま
し
た
。

そ
の
翌
々
日
に
は
南
伊
勢
の
ヒ
ー
ラ
ー

を
訪
ね
、
大
自
然
の
中
で
ヒ
ー
リ
ン
グ

●� ●



と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
充
電
し
18
日
に
帰
省
、

19
日
に
C
T
撮
影
、
20
日
に
診
察
と
な

り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
20
日
の
診
察
で
僕
の
C
T

を
見
て
い
た
ド
ク
タ
ー
が
言
い
ま
し
た
。

「
癌
が
顕
著
に
消
失
し
て
い
ま
す
ね
」

そ
う
、
あ
れ
だ
け
全
身
に
あ
っ
た
僕
の

癌
が
、
ほ
と
ん
ど
消
え
て
い
た
の
で
す
。

僕
の
癌
は
上
か
ら
脳（
3
セ
ン
チ
）、
両

目（
網
膜
）、
首
の
リ
ン
パ
、
肺
の
リ
ン

パ
、
右
肺（
数
百
個
）、
左
肺（
大
き
い

の
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
）、肝
臓
。
腎
臓（
左
右
）、

脾
臓
、
頚
椎
・
肋
骨
、
肩
甲
骨
・
背

骨
・
腰
椎
・
骨
盤
。
座
骨
、
股
関
節
・

大
腿
骨
と
、
全
身
癌
だ
ら
け
だ
っ
た
の

で
す
。

こ
れ
ら
が
見
事
に
た
っ
た
20
日
間
で

消
失
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
が
約
3
年
半
前
に
起
こ
っ
た
、

僕
の
癌
か
ら
の
生
還
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。

僕
の
癌
が
こ
れ
だ
け
き
れ
い
に
消
え

て
し
ま
っ
た
こ
と
の
原
因
は
、
僕
な
り

に
い
く
つ
か
考
え
て
み
ま
す
と
、

① 

ま
ず
、
徹
底
し
た
食
事
療
法
で
血
液

が
き
れ
い
に
な
っ
て
い
た
こ
と

② 

心
の
中
に
た
ま
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

感
情
を
排
出
し
た
こ
と

③ 

す
べ
て
は
魂
の
計
画
だ
と
、
腑
に
落

と
し
た
こ
と

④ “
自
分
”
を
落
と
し
、
す
べ
て
を
お

任
せ
モ
ー
ド
に
切
り
替
え
た
こ
と

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

僕
た
ち
は“
自
我
”
で
生
き
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
ほ
ん
と
う
の
僕
た
ち
は

“
自
我
”
を
超
え
た
存
在
で
す
。
自
我
は

考
え
ま
す
。
自
我
は
執
着
し
ま
す
。
自

我
は
抵
抗
し
ま
す
。
自
我
は
判
断
し
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
自
我
は
こ
の
人
間
社
会

に
適
合
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
だ
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
僕
た
ち
は
い
つ
の
ま
に
か

自
我
＝
自
分
に
な
っ
て
し
ま
い
、
自
我

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
飲
み
込
ま
れ
て
、
不

安
や
恐
れ
、
後
悔
や
心
配
に
と
り
つ
か

れ
て
い
ま
す
。

自
我
は
思
考
で
す
。
そ
し
て
思
考
は

常
に
「
過
去
」
と
「
未
来
」
に
意
識
を
フ

ォ
ー
カ
ス
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
い
ま
・

こ
こ
に
は
い
な
い
の
で
す
。

僕
が
ド
ク
タ
ー
か
ら
「
来
週
に
で
も

呼
吸
が
止
ま
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
」

と
言
わ
れ
て
、
思
考
停
止
に
陥
っ
た
と

き
、
僕
の
自
我
が
崩
壊
し
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
「
頑
張
っ
て
き
た
自
分
」

「
必
死
に
な
っ
て
き
た
自
分
」「
恐
怖
や

不
安
・
心
配
に
占
領
さ
れ
て
き
た
自
分
」

が
一
気
に
壊
れ
た
の
で
す
。

そ
し
て
そ
こ
に
現
れ
た
の
は
、
自
我

（
小
我
）
を
超
え
た
大
我
（
全
体
）
だ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
あ
の
気

持
ち
よ
さ
、
心
地
よ
さ
、
開
放
感
は
素

晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

そ
れ
ま
で
必
死
に
し
が
み
つ
い
て
い

た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
開
放
の
ギ
ャ
ッ
プ

が
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
僕
は
「
自
分
は
自
我
で
は

な
い
」
と
い
う
稀
有
な
体
験
を
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
自
我
も
自
分
の
大

事
な
一
部
で
す
が
、
あ
く
ま
で
こ
の
3

次
元
世
界
を
生
き
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
あ
っ
て
、
ほ
ん
と
う
の
自
分
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い

る
か
、
知
ら
な
い
か
で
は
大
き
な
違
い

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
僕
だ
け
で
な
く
、
だ
れ
も

が
み
ん
な
そ
う
な
の
で
す
。

自
我
の
中
で
生
き
て
い
る
と
、
自
我

は
視
野
が
狭
く
、
す
ぐ
に
行
き
詰
ま
り
、

苦
し
み
を
生
み
出
し
ま
す
。
ブ
ッ
ダ
は

苦
し
み
の
原
因
を「
生
・
老
・
病
・
死
」

と
解
説
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
す
べ

て
自
我
が
生
み
出
す
幻
想
で
す
。

「
い
ま
こ
こ
に
生
き
て
い
る
」

そ
の
「
い
ま
」
に
意
識
が
集
中
し
、
い

ま
の
豊
か
さ
を
受
け
取
る
と
き
、
頭
の

中
に
展
開
し
て
い
た
「
苦
し
み
」
と
い

う
幻
想
は
消
え
て
い
く
の
で
す
。

僕
た
ち
は
「
大
い
な
る
全
体
」
の
一

部
分
で
す
。
小
さ
な
自
我
が
大
い
な
る

全
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る

の
は
不
可
能
で
す
が
、
自
我
は
視
野
が

狭
く
、
な
お
か
つ
自
分
し
か
見
え
て
い

な
い
た
め
に
そ
う
い
う
こ
と
を
や
ろ
う

と
し
ま
す
。

自
分
が
大
い
な
る
全
体
の
一
部
分
で

あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
余
計
な
自
我
で

出
し
ゃ
ば
ら
ず
、
全
体
に
お
任
せ
し
て

生
き
る
、
そ
れ
が
僕
が
理
想
と
し
て

い
る
「
サ
レ
ン
ダ
ー
」
の
生
き
方
で
す
。

老
子
の
「
無
為
自
然
」
と
も
つ
な
が
る

生
き
方
だ
と
、
勝
手
に
思
っ
て
い
ま
す
。

僕
の
癌
は
現
在
は
「
寛
解
状
態
」
で

す
が
、
ド
ク
タ
ー
は「
必
ず
再
発
し
ま

す
」
と
い
う
見
解
を
解
い
て
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
僕
に
も
ド
ク
タ
ー
に
も
分
か
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
僕
は
先
の
こ
と
は
考

え
ず
、
い
ま
こ
こ
を
楽
し
く
ワ
ク
ワ
ク

と
気
楽
に
お
任
せ
モ
ー
ド
で
生
き
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
あ
と
30
年
く
ら
い
こ
の

3
次
元
世
界
に
存
在
出
来
た
ら
、
も
う

本
当
に
本
望
で
す（
笑
）。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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いのでリラックスと無意識から来る変数（雑音）
の増加を意味するのであろう。

また、通常人も訓練すれば 1）～ 4）を得る事
ができる。従って通常人に関して、密教六字真
言を唱えた時の音声振動と脈波を測定し、カオ
ス解析を行う事により、未知現象を生起させる
為の前提として、雑念の減少程度（意識集中の
程度、コヒーレンシー）とリラックス（無意識、
雑念の増加）の程度等を判断することが出来る。
つまり、密教六字音声読誦によって6個所のチャ
クラを活性化させ、カオスとしての「ゆらぎ」を
増し、意識と無意識の両者が強く拮抗対峙する
様に、訓練することが要望されている（サイ科
学、Vol.31、No.1、pp.9−17、2009、等参照）。
具体的な条件設定は、脳波を出来るだけ下げて

（α波、θ波の境目まで）零意識（変性意識状態、
ASC）になり、意識と無意識を強く拮抗対峙さ
せた後、無意識層に刷り込んでおいたイメージ

（願い事）を意識に昇らせてサイ（気）現象を生
起させる事がのぞまれている。

（3）マクロPK（念力）
意識と体外にある物質とが、直接に相互作用

しあう現象である。なかでも、意識による物の
変化が研究対象になる。念力の存在は、古くか
ら知られていたが、どの様な機構で生起するか
については、不明であった。著者らは、メタル
ベンデング、透視、念写､ ゼロ磁場、パワー・
スポット等の実験研究を続けてきた。それらの
中から生まれたモデルに「相殺ゼロ場仮説」が
ある。これがより普遍的な仮説であれば、物質
と意識の両者に適用されるはずである。ここで
は、対象を「意識側」にうつして、検討する。

意識的な ｢相殺ゼロ場｣ とは、物質を対峙さ
せて相殺ゼロを造る。相殺ゼロとは、（陰のちか
ら）+（陽のちから）＝0（ゼロ）をいう。離散的
に（原子内電子の量子飛躍の様に）、それぞれ
の陰､ 陽の力を増すと、ゼロの値の累積が生ず
る。この離散的な「ゼロの値の累積値」が閾値

（不安定点、変曲点）に達すると、1）マクロとミ
クロ、ならびに 2）意識と物質、の変換。3）マ

クロPK発生、等の諸変化が生ずる。
1）としては、たとえば「カシミール効果」が

ある。物質の相殺ゼロを進めると、接触局部の
接点では、マクロ現象がミクロ現象に変わる事
になる。つまり、マクロの固体（例、金属）同士
を対峙させて加圧すると、遂には、構成する要
素（分子、原子、素粒子）先端の原子間結合力
が作用し合って、逆に引力が発生して、くっつ
くことになる。これを「カシミール効果」と言う、
これは、マクロ現象 ｢物質｣ がミクロ現象 ｢素粒
子｣に変わる事を示しているのであろう。

2）としては、点状のゼロ場では、意識と物質
は、両者に共通した「ゼロ」の場を介して、交
流しあう。ただし両者は、ともに素粒子状であ
る。この理由として、意識は脳活動に関係があ
り、脳は物質である。上に述べた様に、物質の
より深い所では、オーブも脳も、同様に微細化
が進み、両者は素粒子状であり、また、容易に
変換が生ずる、と判断できる。3）として、両者
は素粒子状で、共通な性質を持つので、共振
や共鳴が起き得る、つまり「マクロPK」が、生
起する。仲介する物質はサイ（気）であり、素
粒子群（光子群）でもある。これがシューマンレ
ゾナンス（地球の共振7.8Hz）をキャリアーとし
て、両者間に同調（共鳴、共振）、を生じさせる
のであろう（マクロPK）。

さきに､ 上記の（1−2）で触れた様に、特異
現象（マクロPK）が生起した時の生体内では、

「緊張とリラックス」､ 換言すれば ｢陽と陰｣ が同
時に進行している。つまり体内でも「物質に類
似した相殺ゼロ場」が形成されている事が推定
できる。これらは「意識」と｢無意識｣｡ ｢交感神
経｣ と｢副交換神経｣ の拮抗対峙を意味するの
であろう。

緊張とリラックスを対峙させて「相殺ゼロ」を
体内に創り、これを離散的に累積する。体内
に形成された「相殺ゼロ」と、体外のオーブ上
の「相殺ゼロ」を同調（共振、共鳴）させる事に
より、意識とオーブ間の情報交換が可能になる

（マクロPKが生起する）。

●� ●
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（1）「オーブ・たまゆら」と「念写」
筆者らは、「オーブ・たまゆら」の動画を変型

して「念写像」を造り、その形成過程をビデオ
撮影する事に成功している（佐藤師）。この念写
成功の基には、ミクロ念写（念球）と透視の実
験があり、条件設定として湿度、温度、場所、
並びに変性意識状態（ASC）の調整等がある。
しかし、通常人の場合には、努力しても､ 如何
にしても成功しない場合がある。成功に向けて
の努力例を紹介する。

（2）六字真言読誦による心身の強化
東洋には、体内を流れるサイ（気）を測定す

る方法として「脈診（手首の脈波）」がある。意
識の科学的な解明は現在のところ不可能なの
で、著者らは、体内を流れる気（サイ）の流れを、

「指尖脈波（指先）」をもちいて、体内の意識と
その働きの面から検討することにした。

1000年以上もの永い期間にわたって修行（訓
練）が継続されており、実技において最高と思
われているチベット密教（医学）では、修行者
の修行の過程でサイ能力（マクロPK等）の得ら
れることは至極当然である､ と言われている。
つまり、修行・訓練を行う事により、｢願い事｣
を得る為の超常能力が得られる。例えば、上級
訓練者（南上師、Master：佐藤禎花師、SDK
など）が密教六字真言を唱えた時の音声振動解
析、― ①唵（ong、オン）、②嘛（ma、マ）、
③呢（ni、ニ）、④叭（bai、ペ）、⑤咪（mi、メ）、

⑥吽（hong、フン）（この内容は、身体の上部か
ら下方へかけての6個所のチャクラに対応して
いる）―、をカオス解析して「フラクタル次元
D2」等を求める事から始める。

例えば、1）音声の順番①−②−③−④−⑤−
⑥に対応して、D2は、↓小−↑大−↓小−↑大
−↓小−↑大、という様に、交互にリズムを伴っ
て変化している。

2）この時のD2は3.82以下になる。
3）音声と同時に測定した指尖脈波（体内の気

血の循環に関係）のカオス解析結果によると、
Lyapunov指数（カオスが生起するか、否かの
判定）は次第に大になっている（カオスに成る）。

また、4）指尖脈波の解析からは交感神経並
びに副交感神経が、同時に、次第に増加してい
る。これらの実施と解析を別の人達（非訓練者、
通常人）にも同様に行って比較・検討したが、
通常人（非訓練者）の場合には、リズムは無く、
D2はそれよりも大であり、3）、4）に見られる様
な変化は存在しない。なお、以上 1）、2）のD2
は、別に、相関次元とも言い、カオスを生み出
すのに必要な変数の数を意味している。また
3）のLyapunov指数は「揺らぎ」を意味し、カ
オスになる事への変化傾向を示している。さら
に 4）は、緊張とリラックスを同時に進行させる
事を意味している。解釈であるが、D2の減少
の傾向は、雑念の数（変数）を減少させる事に
より意識を集中させ、そして、意識を零にする。
次のリズム変動後のD2の増加は、意識は極薄

念写を実現する為に（その３）念写を実現する為に（その３）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栗田�慶祐　　苗�鉄軍


